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254，013人人口

世帯

審
査
会
の
意
見
に
基
づ
い
て
再
決
定

|個人情報保護審査会

89，415世帯

(平成 7年 5月 1日現在)

請
求
に
応
じ
る
か
決
定

|市政情報コーナー

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る

個
人
情
報
保
護
制
度
が
七
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
自
分
に
関
す
る
情
報
が
ど
の
棟
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
間
違

っ
て
い
る
場
合
に
は
訂
正
や
削
除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
障
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
原
則
も
定
め
て
い
ま
す
。
す
で
に
実
施
し
て
い
る
公

文
醤
公
開
制
度
と
併
せ
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
お
気
軽
に

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

(

担

当

は

情

報

管

理

課

・

内

線

六

六

五

)

知
ら
な
い
業
者
か
ら
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
り
、
屯

話
が
か
か
っ
て
き
て
不
安
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

急
速
に
進
む
社
会
の
情
報
化

を
反
映
し
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
情
報
が
本

人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
集
め

ら
れ
た
り
、
利
用
さ
れ
た
り
す

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
訴

え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
住

民
実
態
調
査
で
も
八
六
軒
の
人

が
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

つ
い
て
関
心
が
あ
る
」

と
答
え

て
い
ま
す
。

一
方
、
市
で
は
住
民
登
録
や

税
金
、
年
金
な
ど
市
民
の
み
な

さ
ん
と
直
接
か
か
わ
り
を
持
つ

業
務
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を

導
入
し
、
業
務
の
能
率
化
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
に
よ
る
情
報
処
理

に
不
安
を
抱
く
人
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
市
民
の
み
な
さ

ん
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

自
分
自
身
に
閲
す
る
情
報
の
流

れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利

を
保
障
し
、
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
と
き
の
適
正
な
手
続
き
を

定
め
た
の
が
こ
の
個
人
情
報
保

護
制
度
で
す
。

実
施
機
関
は

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
機
関

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、

監
査
委
員
、
門
医
業
委
員
会
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
議

会

利
用
で
き
る
人

自
分
自
身
に
関
す
る
情
報
を

実
施
機
関
が
持
っ
て
い
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
賠
求
で
き
ま
す
。

4
つ
の
請
求
権

自
分
自
身
に
関
す
る
情
報
の

流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

よ
う
四
つ
の
諦
求
権
を
定
め
て

い
ま
す
。

。
自
己
情
報
の
開
示
請
求

実
施
機
闘
が
持
っ
て
い
る
自

分
の
情
報
に
つ
い
て
開
示
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
訂
正
の
請
求

事
実
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は

訂
正
を
求
め
る
と
と
が
で
き
ま

す。。
削
除
の
請
求

取
り
扱
い
の
制
限
、
収
集
の

制
限
(
「
取
り
扱
い
ル
ー
ル
」
の

項
参
照
)
を
超
え
て
自
分
の
情

報
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
削
除
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

。
中
止
の
椅
求

個
人
情
報
を
収
集
し
た
と
き

の
呂
的
の
範
囲
を
超
え
た
利
用

や
、
外
部
へ
の
提
供
が
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
中
止
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
示
で
き
な
い
情
報

本
人
以
外
の
人
の
利
益
が
侵

さ
れ
た
り
、
公
共
の
利
益
が
担

な
わ
れ
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
開
示
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

請
求
の
手
続
き

自
分
の
情
報
の
開
示
な
ど
を

請
求
す
る
場
合
は
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
所
定
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
免

許
証
、
保
険
証
な
ど
に
よ
り
、

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
示
に
つ
い
て
は
十
五
日
以

内
に
、
訂
正
・
削
除
・
中
止
に

つ
い
て
は
三
十
日
以
内
に
「
で

き
る
」「
で
き
な
い
」
の
決
定
を

し
ま
す
。

開
示
さ
れ
た
情
報

は
、
実
費
で
写
し
を
取
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

不
服
の
あ
る
人
は

決
定
に
不
服
の
あ
る
場
合
は
、

六
十
日
以
内
に
不
服
申
立
て
が

で
き
ま
す
。

不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、

実
施
機
関
は
大
学
教
授
や
弁
護

士
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
個
人
情

報
保
護
審
査
会
に
意
見
を
求
め

ま
す
。
そ
の
後
、
部
求
に
応
じ

る
か
応
じ
な
い
か
を
、
そ
の
意

見
に
基
づ
い
て
再
び
決
定
し
ま

す。
取
り
扱
い
ル
ー
ル

。
事
務
の
登
録

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
務

は
自
由
に
閲
覧
で
き
る

「登
録

簿
」
に
登
録
さ
れ
る
の
で
、
市

が
ど
ん
な
情
報
を
取
り
扱
っ
て

い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

。
収
集
の
制
限

個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き

に
は
目
的
を
明
確
に
し
、
本
人

か
ら
収
集
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
ま
す
。

。
利
用
・
提
供
の
制
限

収
集
し
た
個
人
情
報
は
、
取

り
扱
い
目
的
の
範
囲
内
で
利
用

し
ま
す
。
目
的
外
に
利
用
し
た

り
、
取
り
扱
い
目
的
の
範
囲
を

超
え
て
市
の
機
関
以
外
に
提
供

で
き
る
の
は
、
本
人
の
同
意
が

あ
る
と
き
や
法
令
に
定
め
が
あ

る
と
き
な
ど
に
限
ら
れ
ま
す
。

O
適
正
な
管
理

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
は

正
確
で
最
新
の
状
態
と
し
、
必

要
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
速
や

か
に
消
去
し
ま
す
。

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

門

町

闘
圃
申
式
d
m
M帆

Z-

個
人
情
報
保
護
制
度
の
ご
案

内
や
相
談

・
請
求
の
受
貯
付
貯

は
、
市
役
所
三
階
の
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

公
正
で
聞
か
れ
た
市
政
の
実

現
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
行

政
へ
の
参
加
を
進
め
る
た
め
の

「
公
文
書
公
開
制
度
」
の
受
け

付
け
を
始
め
、
市
が
発
行
し
た

刊
行
物
や
資
料
な
ど
の
展
示
も

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

。
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
(
内
線

六
八
六
)

~ ~ -.-
話JY手5要市 インターナショナルす ij・h
、 プ る パの 1守 今年 3月から FM湘南ナパサで外国人

直子雪ゐ支住に生活情報を発信しているボランティア

。ン母ちんグループ。現在 9か国語の放送をしてい

韓英テ国の でる。取材は嶋津智恵子 さん(松風町)
国 語 ィ 語た い
、をアでめる

スはグ放 、外

4
司

4
司
ぺ
イ
ン
、
ペ
ル
シ
ャ
、
ポ

d
司
ル
ト
ガ
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

一
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
の
九

一
か
国
語
で
生
活
に
役
立
つ

一
放
送
を
し
て
い
ま
す
。

一

八
詔
咲
町
に
お
住
ま
い

一
の
主
婦
中
野
恵
子
さ
ん
の

一

「
市
内
の
外
国
人
は
、
街

一
の
情
報
を
何
で
知
る
の
か

一
し
ら
」
と
い
う
疑
問
が
、

一
国
際
交
流
協
会
の
メ
ン
バ

一1
で
湘
南
E
S
S
の
内
田

一
登
美
雄
さ
ん
や
、
元
青
年

一
会
議
所
理
事
長
の
磯
崎
卓

一
さ
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

一
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
発
足

一
し
、
中
野
さ
ん
が
会
長
に

一
な
ら
れ
ま
し
た
。

一

。
外
国
人
に
と
っ
て
罫

一
ら
し
や
す
い
街
が
臼
本
人

一
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い

.
加
。

ρ
母
国
語
放
送
で
情

• 

報
を
知
り
、
母
国
の
音
楽

も
聴
け
る
の
は
、
平
塚
に

し
か
な
い
の
で
は
。
V

平

塚
の
街
は
国
際
色
豊
か
で

親
切
な
街
と
し
て
に
ぎ
わ

う
の
で
は
~
こ
ん
な
言

葉
が
ボ
ン
ボ
ン
と
飛
び
出

る
中
野
さ
ん
の
口
調
か
ら

は、

一
日
を
二
十
四
時
間

以
上
に
働
か
れ
る
情
熱
を

感
じ
ま
し
た
。

放
送
ス
タ
ッ
フ
は
、
日

本
人
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
十
人
、
外
国
人
放
送
キ

ャ
ス
タ
ー
が
お
よ
そ
二
十

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市

の
広
報
紙
や
ロ
ー
カ
ル
新

聞
の
記
事
な
ど
を
読
む
の

で
す
が
、
外
国
語
放
送
の

た
め
打
ち
合
わ
せ
や
録
音

が
大
変
で
、
自
宅
で
録
音

す
る
方
も
い
ら
れ
る
そ
う

で
す
。今

年
の
三
月
か
ら
週

一

回
十
五
分
間
で
放
送
を
始

め
、
五
月
か
ら
は
毎
週
月

曜
日
の
午
後
三
時
五
分
か

ら
五
十
分
間
の
放
送
枠
と

な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
願
い
は
、

放
送
時
間
帯
を
昼
休
み
と

か
夜
に
し
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
う
な
れ

ば
、
多
く
の
外
国
人
の
方

が
生
活
情
報
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

・-l 



(2) 

教
育
委
員
会
で
は
幼
稚
園
児

(
三
歳
か
ら
五
歳
児
)
の
い
る

家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
、
所
得
状
況
に
応
じ
て

入
園
料
や
保
育
料
を
減
免
し
て

い
る
。
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は

各
幼
稚
園
か
ら
配
ら
れ
る
調
告

を
、
直
接
幼
稚
園
に
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

マ
対
象
今
年
の
六
月
一
日
現

在
市
内
に
お
住
ま
い
で
幼
稚
園

児
が
い
る
保
護
者

平成ア年6月 15日広報ひらつか

二
輪
車
事
故
が
全
国
的
に
減

少
し
て
い
る
な
か
、
神
奈
川
県

お
よ
び
平
塚
市
で
は
逆
に
増
加

傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
県
交

通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
今

月
を
「
二
輪
車
交
通
事
故
防
止

強
化
月
間
」
と
し
て
、
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
活
動
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。

平
成
六
年
度
に
市
内
で
起
き

た
交
通
事
故
は
二
千
二
百
八
十

八
件
。
そ
の
う
ち
、
二
輪
車
の

事
故
は
七
百
五
十
五
件
で
、
全

体
の
三
三
軒
を
占
め
て
い
る
。

手
軽
で
便
利
な
二
輪
車
だ

が
、
ひ
と
た
び
事
故
を
起
こ
す

と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
や

す
い
。
利
用
す
る
と
き
は
、
特

幼
稚
園
保
育
料
を
減
免

調
書
を
幼
稚
園
に
提
出
す
る

第 553号

マ
所
得
状
況
お
よ
び
減
免
額

〈
私
立
幼
稚
園
に
在
園
の
場
合
〉

①
生
活
保
護
世
帯
、
ま
た
は
市

民
税
非
課
税
世
帯
(
年
額
十
一

万
七
千
円
)
②
市
民
税
所
得

割
額
が
非
課
税
の
世
帯
(
年
額

九
万

一
千
四
百
円
)
③
市
民

税
所
得
割
額
が
八
万
三
千
七
百

円
以
下
の
世
帯
(
年
額
五
万
二

千
五
百
円
)

〈
市
立
幼
稚
園
に
在
園
の
場
合
〉

生
活
保
範
世
帯
、
市
民
税
非 無謀運転によるオートパイの理解放が増えている

に
次
の
点
に
注
意
し
よ
う
。

マ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ

るマ
安
全
速
度
を
守
り
、
急
な
進

路
変
更
は
し
な
い

マ
カ
1
ブ
の
手
前
、
下
り
坂
で

は
必
ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

マ
交
差
点
で
は
一
時
停
止
、
徐

行
を
確
実
に
行
う

マ
交
差
点
で
は
対
向
車
に
注
意

す
る暴

走
族
を
追
放

二
輪
車
事
故
の
中
で
も
特
に

目
立
つ
の
が
若
者
の
事
故
。

そ

の
特
徴
は

「
深
夜
に
、
無
謀
運

転
を
し
て
、
自
爆
事
故
を
起
こ

す
」
と
い
う
も
の
。

夏
を
目
前
に
し
た
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
暴
走
族
が
騒
音
を

ま
き
散
ら
し
な
が
ら
走
り
回
る

こ
と
が
多
く
な
る
。
信
号
無
視

な
ど
を
繰
り
返
し
、
何
の
関
係

も
な
い
人
や
寧
に
も
大
き
な
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。

課
税
世
帯
、
お
よ
び
市
民
税
所

得
割
額
が
非
課
税
の
世
帯
(
年

額
二
万
円
)

※
今
年
の
1
月
1
日
現
在
市
外

に
住
ん
で
い
た
方
で
該
当
さ
れ

る
場
合
は
、
調
書
に
納
税
証
明

書
を
添
え
て
6
月
初
日
(
金
)

ま
で
に
学
務
課
学
事
係
(
内
線

五
二

O
)
に
直
接
申
請
を
。

児
童
手
当
現
況

届
を
今
月
中
に

現
在
、
児
童
手
当
や
特
例
給

付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
既
に

ご
家
庭
あ
て
お
送
り
し
て
あ
る

，
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危
険
で
迷
惑
な
「暴
走
行
為
」

は
、
と
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

「暴
走
は
し
な
い

さ
せ
な
い
ゆ
る
さ
な
い
」
を

合
い
言
葉
に
、
家
庭
や
学
校
、

職
場
や
地
域
な
ど
で
暴
走
行
為

を
さ
せ
な
い
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
よ
う
。

ヤ
ン
グ
ラ
イ
ダ

ー
ス
ク
ー
ル
ガ

若
者
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
オ
ー
ト
バ
イ
運
転
技
術
の

向
上
と
危
険
を
読
み
取
る
力
を

長
寿

7 夫
尽妻
品を

号璽
申斗J

出
を

市
で
は
九
月
九
日
(
土
)
に

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
う
敬
老
祝

賀
会
で
、
「
長
寿
夫
妻
」
と
し
て

お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
夫

控
の
調
査
を
し
て
い
る
。

該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
各
地

現
況
届
を
六
月
中
に
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
提
出
さ
れ
な

い
と
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
必
ず
提
出
を
。

児
童
手
当
は
三
歳
未
満
の
児

童
を
お
育
て
で
、
前
年
の
所
得

が
決
め
ら
れ
た
制
限
内
の
人
に

支
給
さ
れ
る
も
の
。
な
お
、
今

年
度
は
支
給
限
度
額
の
変
更
が

あ
っ
た
。
申
騎
手
続
き
な
ど
詳

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
児
童

福
祉
課
児
童
係
(
内
線
二
一

六
)
へ
お
尋
ね
を
。

マ
支
給
額
第
1
子
・
第
2
子

は
月
額
五
千
円
、
第
3
子
以
降

は
月
額

一
万
円

区
の
民
生
委
員
、
ま
た
は
高
齢

福
祉
課
(
内
線
一
一
一
一
)
へ

七
月
三
日
(
月
)
ま
で
に
お
申

し
出
を
。

。
対
象

9
月
日
日
ま
で
引
き

続
き
市
内
に
お
住
ま
い
に
な
る

次
の
ご
夫
妻

マ
結
婚
叩
年
昭
和
四
年
9
月

日
日

3
初
年
9
月
日
日
の
聞
に

結
婚
さ
れ
た
ご
夫
妻

マ
結
婚
印
年
昭
和
9
年
9
月

日
日

sm年
9
月
日
日
の
聞
に

結
婚
さ
れ
た
ご
夫
襲

子
ど
も
会
な
ど
の
青
少
年
団

体
の
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た

ハ
イ
キ
ン
グ
の
休
憩
所
な
ど
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ぴ
わ
背

少
年
の
家
。

毎
年

一
万
人
以
上
の
利
用
者

が
あ
る
が
、
今
年
は
耳
休
み
期

間
中
に
も
平
日
を
中
心
に
ま
だ

余
裕
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

つ
け
る
た
め
、
ヤ
ン
グ
ラ
イ
ダ

ー
ス
ク
ー
ル
が
聞
か
れ
る
。

申
し
込
み
は
、
六
月
三
十
日

(
金
)
ま
で
に
交
通
安
全
課

(
内
線
二
五
五
)
へ
。

円

v
日
時

7
月
刊
日
(
日
)
午

後
1
時
1
3時

マ
会
届
荒
井
自
動
車
学
校
花

水
校

マ
対
象

・
定
員
高
校
生
お
よ

び

一
般
・
印
人
(
先
着
順
)

マ
そ
の
他
す
で
に
結
婚
し
て

印
年
、
ま
た
は
印
年
を
過
ぎ
て

い
る
が
記
念
品
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
ご
夫
聾

生
産
緑
地
地
区

の
追
加
指
定
を

生
産
緑
地
地
区
は
、
平
成
四

年
に
申
し
出
受
け
付
け
を
行
い

都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
国
お
よ
び
県
の
通

達
を
受
け
て
、
次
の
条
件
の
い

ず
れ
か
を
満
た
す
も
の
に
つ
い

て
新
た
に
申
し
出
を
受
け
付
廿

る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
平
成
四
年
の
指
定
の
際
、
関

係
権
利
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
等
、
真
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
指
定
に
至

ら
な
か
っ
た
も
の

②
新
た
に
指
定
す
る
と
と
に
よ

り、

一
回
の
民
地
等
で
農
林
漁

柴
と
調
和
し
た
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
図
る
う
え
で
必
要

と
認
め
ら
れ
る
場
合
等

申
し
出
は
六
月
十
九
日
(
月
)

か
ら
七
月
七
日
(
金
)
ま
で
の

平
目
、
都
市
計
画
課
で
受
け
付

け
る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同

課
計
画
係
(
内
線
四
二
八
)
へ
。

学
校
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
の
結
果

児
童

・
生
徒
の
緑
と
花
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
学
校
の
緑

化
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
七
年
度
学
校
花
壇
コ
ン
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
た
。
参
加
七
校
。

・
最
優
秀
賞
花
水
小
学
校

監
査
の
結
果

四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た

監
査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の

夏
休
み
の
ご
利
用
を

びわ脊少年の家

用
い
た
だ
き
た
い
。

施
設
の
中
心
は
、
赤
い
屋
根

が
あ
ざ
や
か
な
宿
泊
棟
。
中
に

は
宿
泊
室
七
部
屋
と
食
堂
、
浴

4
R

M
 

室
な
ど
が
あ
り、

一
度
に
六
十

人
が
宿
泊
で
き
る
。
背
い
屋
根

の
多
目
的
ホ
l
ル
は
、

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

A 

もちつきゃいも掘りも楽しめる

・住所平塚市土屋 2710ー 1

・電話 59ー0871

小
宮
贋
司
氏
、
神
部
禎
夫
氏
、

奥
山
晴
治
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ

た。。
対
象
お
よ
び
結
果

マ
秘
密
課
ほ
か
“
課
に
お
廿
る

重
要
物
品
の
管
理
事
務
・・・良
好

に
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た

マ
職
員
課
ほ
か
M
課
に
お
け
る

貯
蔵
品
の
管
理
事
務
・・・
良
好
に

管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た

マ
管
財
謀
、
会
計
課
に
お
け
る

有
価
証
券
、
出
資
証
券
お
よ
び

基
金
の
管
理
事
務
・・・適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た

斗

期

期

期

期

期

期

d

a

n

.

τ

A

可

A
内

o
q
O
唱

A
司
ム

数
第
節
祭
器
洲
町
中
釦

…

手

{

{

(

(

ん

い

(

町

一

数

0
引

地

料

手

3
巾

市

・数
額

月

い

津

川

税

料

手

定

6

e

D

険
険
盆
み
料

駅

保

保

従

ご

用

日

・

貝
等
税
康
金
一
尿
尿
使
一
終

…

納

現

民
健
年
し
し
道
最

ι

月
割
県
民
民
掃
掃
水
期

い

6
対

市
国
国
主
消
下
納

・

'・・…

な
ど
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
、
キ

ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ヤ
l
の
会
場

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

野
外
に
は
八
十
人
が
宿
泊
で

き
る
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
あ

り、

二
百
人
が
同
時
に
利
用
で

き
る
野
外
食
卓
や
炊
事
場
も
あ

る
。
週
末
に
は
日
帰
り
で
飯
ご

う
炊
さ
ん
や
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を

楽
し
む
グ
ル
ー
プ
も
多
い
。

利
用
で
き
る
の
は
、
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
宵
少
年
(
小
学
校

三
年
生
以
上
)
と
背
少
年
育
成

者
の
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
、
利
用
料
は
無
料
。
申
し
込

み
は
お
早
め
に
び
わ
背
少
年
の

家
へ
。

市
民
相
験
室
(
市
曾
所
)
お
l
一
一
一
一
・
内
線
二
九
三

O
人
権
法
律
相
般

-Z相
般

6
月
初
日
(
冬
、
7
月
4
目

玉

日
時
S
M時

。
一
般
法
律
相
麟
毎
週
水
晦
日
日
時
5
M時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
談

7
月
M
日
(
金
)
日
時
3
日
時

。
住
宅
相
敵

6
月
初
日
(
火
)
日
時
S
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
敵

7
月
3
日
(
月
)
刊
時
5
日
時

。
下
楕
取
引
相
股

6
月
日
日
(
木
)
、

7
月
初
日
(
木
)
日
時
初

分

t
M時

。
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
曜
日
9
時
S
M時

。
一
一
般
市
民
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
M時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
一
一

O
青
少
年
相
談

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
1
M
時

。
悩
み
ご
と
は
か
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お
l
七
八
三
O

毎
週
月
3
金
晦
日
9
時
1
M時
却
分
(
土
曜

日
は
日
時

t
m時
却
分
)

も
し
も
し
健
康
相
政
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
M
A
l
-
-
一一一一

毎
週
月

・
木
明
日
日
時

t
M時

福
祉
会
館
お

i
ニ
三
三
三

。
専
門
(
法
律、
金
融
、
住
宅
、
医
癒
)相
般

7
月
日
日
(
木
)

日
時
却
分
，
、
，
日
時
却
分
、
予
約
制

。
生
活
支
媛
相
談

毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
却
分
5
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
8
時
泊
分
3
口
時

。
結
婚
相
談

毎
週
日
曜
日
叩
時
5
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
M時

。
家
庭
児
貧
相
践

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
5
6時

。
婦
人
相
談

7
月
日
日
(
木
)
凶
時
3
日
時
，

。
高
齢
者
職
業
相
般

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
加
分
S
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
普
小
学
校
北
側
)

お

l
六
O
一ニ

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
口
時

毎
週
月
3
土
昭
日
9
時
3
口
時
(
第
2
・

第
4
土
晦
日
を
除
く
)
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世
界
中
で
、
そ
し
て
平
塚
で

も
た
く
さ
ん
の
犠
牲
者
を
出
し

た
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ

て
、
今
年
で
五
十
年
に
な
る
。

市
で
は
「
I
L
O
V
E

P
E
A
C
E

平
和
推
進
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も

広
島
で
行
わ
れ
る
平
和
記
念
式

典
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
親
子

を
募
集
す
る
。
現
地
で
は
平
和

施
設
を
見
学
し
た
り
、
体
験
談

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
学

び
、
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
ぜ

ひ
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
。

申
し
込
み
は
七
月
四
日
(
火
)

ま
で
に
総
務
課
(
内
線
七
八
三
)

へ
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
る
。

マ
日
程

〈
事
前
打
ち
合
わ
せ
会
〉
7

月
四
日
(
土
)

〈
広
島
派
遣
〉

8
月
4
日

(金
)
1
6
日
(
日
)
、
車
中
一

泊
、
宿
一
泊

〈
事
後
ま
と
め
会
〉

8
月
幻

自
(
日
)

マ
対
象
お
よ
び
派
遣
人
数

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
校

4
年
生

1
中
学
校
3
年
生
の
子

供
と
そ
の
親
叩
組
(
初
人
)

マ
参
加
料

1
人
一
万
五
千
円

(
子
供
は
無
料
)

平成ア年6月 15日(3) 

お
母
さ
ん
に
な
っ
た
み
た
い

福
祉
事
務
所
で
は
高
校
生
を

対
象
に
、
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
て
市
内
の
保
育
園
で
子
供
た

ち
と
の
生
活
を
体
験
す
る

「保

育
実
習
生
」
を
募
集
す
る
。

市
内
に
は
、
両
親
が
共
働
き

で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
昼
間

親
と
一
緒
に
生
活
で
き
な
い
子

供
た
ち
約
二
千
人
が
保
育
園
で

保
育
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業

は
、
そ
の
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
保
育
に
つ
い
て

ポ
ス
タ

と

受
を
募
集

原爆ドームの前で

国
際
理
解
・
協

力
を
テ
l
マに

国
連
協
会
平
塚
支
部
で
は
、

国
際
理
解
、
国
際
協
力
を
テ
ー

マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を

募
集
す
る
。

マ
内
容

軍
縮
と
平
和
、
公
害
、

環
境
、
人
口
、
食
料
、
資
源
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
に
閲
す

る
も
の

マ
対
象
お
よ
び
規
格

{
ポ
ス
タ
ー
の
部
}

・
小
・

中
学
生
四
つ
切
り

・
高
校
生
・
一
般
四
つ
切
り

ま
た
は
半
さ
い

{
作
文
の
部
}

・
中
学
生
の
み

4
百
字
結
め

原
稿
用
紙
3
枚
以
内

マ
募
集
期
間

6
月
幻
日
(
金
)

1
7
月
7
日
(
金
)

マ
応
募
先

交
流
親
善
課
(
内

線
五
九
七
)

相
模
川
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル

県
と
相
模
川
流
域
十
二
市
町

で
は
、
小
学
生
を
対
象
に
相
模

学
ん
で
も
ら
い
、
将
来
の
家
庭

で
の
育
児
に
役
立
て
て
い
た
だ

こ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
。

申
し
込
み
は
、
六
月
十
六
日

(
金
)
か
ら
二
十
三
日
(
金
)

ま
で
の
平
日
、
児
童
福
祉
課
保

育
係
(
内
線
二

一
五
)
で
受
け

付
け
る
。
ぜ
ひ
ご
応
募
を
。

マ
日
程
7
月
初
日
(
水
)

3
8月
1
日
(
火
)
の
聞
の
土
・

日
曜
日
を
除
く
5
日
間

・
時
間
午
前
8
時
却
分
1
午

後
5
時

マ
場
所
市
内
お
か
所
の
市
立

お
よ
び
私
立
保
育
闘

マ
募
集
人
数

的
人

川
や
相
模
湖
、
津
久
井
湖
で
の

楽
し
い
遊
び
ゃ
、
風
長
な
ど
を

テ
l
マ
に
し
た
絵
画
作
品
を
募

集
し
て
い
る
。

応
募
は
画
用
紙
の
喪
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
、
年
齢
を
記
入
し
、

各
小
学
校
ま
た
は
水
政
課
(
内

線
七
八
四
)
へ
。
締
め
切
り
は

七
月
二
十
日
(
木
)
。

優
秀
作
品
は
相
模
鉄
道
の
列

車
内
な
ど
に
展
示
さ
れ
る
。

マ
応
募
規
定

四
つ
切
り
ま
た

は
B
3
判
の
画
用
紙
で
横
岱
き

の
み

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

国
際
児
童
画
展

第
八
回
カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
国
際
児
童
画
巡
回
展
が
、

六
月
二
十
八
日
(
水
)
か
ら
七

月
二
日
(
日
)
ま
で
、
中
央
公

民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
聞
か

れ
る

(
月
曜
日
は
休
館
)
。

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
七
時
(
最
終
日
は
午
後
三
時
)

ま
で
。
入
場
は
無
料
。

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
は
イ
タ
リ

ア
語
で
二
年
に
一
回
と
い
う
意

味
。
こ
の
児
童
画
展
は
、
子
供

た
ち
の
夢
と
創
造
力
を
は
ぐ
く

む
と
同
時
に
、
国
際
理
解
と
国

交号
流雲
団工
体長
に体
補烹
助元年
金
を

市
で
は
友
好
都
市
の
高
山
市

や
花
巻
市
、
ま
た
市
民
休
器
の

郷
で
あ
る
天
城
漏
ケ
島
町
を
訪

れ
、
現
地
の
人
た
ち
と
交
流
を

深
め
る
団
体
に
補
助
金
を
出
し

て
い
る
。

補
助
金
額
は
、
会
員
の
人
数

に
よ
り
友
好
都
市
は
二
万
円
か

ら
十
万
円
、
市
民
休
誌
の
郷
は

一
万
円
か
ら
十
万
円
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

マ
対
象
団
体
会
員
が
叩
人
以

上
で
、
日
ご
ろ
か
ら
自
主
的
な

活
動
を
し
て
い
る
こ
と

マ
対
象
事
業
①
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
交

流
試
合
や
講
習
会
、
研
修
会
な

ど
②
現
地
で
行
わ
れ
る
行
事

へ
の
参
加
交
流
③
自
主
的
な

活
動
に
よ
る
交
流

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
醤

課
(
内
線
五
九
七
)

カ
ン
ザ
ス
大
学

生
と
の
交
流
会

平
塚
市
の
国
際
姉
妹
都
市
で

あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ

ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
に
あ
る
カ

ン
ザ
ス
大
学
の
学
生
と
の
交
流

会
が
聞
か
れ
る
。

カ
ン
ザ
ス
大
学
の
学
生
十
八

人
と
助
教
授
二
人
は
、
六
月
一

日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
神
奈
川

大
学
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日
本

語
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。
こ
の

交
流
会
は
平
塚
に
滞
在
し
て
感

じ
た
こ
と
、
文
化
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
平
塚
市
民
と
語
り
合

っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た

際
文
化
交
流
を
進
め
る
た
め
行

わ
れ
て
い
る
も
の
。

外
国
か
ら
の
作
品
百
十
八
点

な
ど
合
わ
せ
て
二
百
点
が
県
内

を
巡
回
し
て
展
示
さ
れ
る
。
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
善

課
(
内
線
五
九
七
)

申し込み、問い合わせは
市役所へ
-電 話 23-1111、35-1111

(内線番号を交換手へ)

-住所浅間町9番 1号

(担当課名のご記入を)

※ひらつか天城山荘は直接施

股へ

も
の
。
ぜ
ひ
と
参
加
を
。

マ
日
時

7
月
4
日
(
火
)
午

後
2
時
5

マ
会
場
勤
労
会
館
大
会
議
室

マ
参
加
費
無
料

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
交
流
親
善
課
(
内
線
五

九
七
)

天
城
山
荘
の
年
末

年
始
の
申
し
込
み

ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
で
は
、

年
末
年
始
(
+
二
月
三
十
日
か

ら
一
月
五
日
ま
で
)
の
利
用
申

し
込
み
を
受
け
付
防
る
。

申
し
込
み
は
、
七
月
十
四
日

(
金
)
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
、
大

人
子
供
別
の
利
用
人
数
、
宿
泊

希
望
日

(O
月
O
日
か
ら
O
泊

0
日
間
)
を
記
入
し
て
岡
山
荘

へ
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

マ
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘

〒
制

ー
ロ
静
岡
県
田
方
郡
天
城
溺
ケ

島
町
上
船
原
一
一
二

O
l
一

・
電
話

O
五
五
八
l
uー
一

O
五
O

マ
宿
泊
料
金
(
通
常
料
金
の
千

円
増
し

・
-
泊
2
日
の
料
金
)

・
一
般
宰
一
大
人
五
千
九
百
二

十
五
円
子
供
五
千
四
百
五
円

・
家
族
室
大
人
六
千
四
百
三

十
五
円
子
供
五
千
九
百
二
十

五
円

ビ
ー
チ
コ
ー
ト
の
予
約
を

「ピ
ー
チ
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行

委
員
会
」
で
は
、
夏
休
み
期
間

中
の
ピ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
コ
1
ト

の
使
用
予
約
を
受
目
付
け
る
。

平
塚
海
岸
に
あ
る
ピ
ー
チ
パ

ー
ク
で
は
、
今
年
も
七
月
二
十

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

「湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ
ー
チ
カ
ー

ニ
バ
ル
」
が
聞
か
れ
る
。
ピ
ー

チ
バ
レ
ー
や
ピ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

な
ど
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
コ

ー
ト
を
利
用
し
て
、
亙
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
よ
う
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
団

体
名
、
代
表
者
住
所
・
氏
名
・

包
話
番
号
、
希
望
日
時
、

種

目
、
利
用
人
数
、
コ
ー
ト
数
を

記
入
し
て
水
政
課
内
ピ
ー
チ
カ

ー
ニ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

へ。
締
め
切
り
は
六
月
二
十
六
日

(月)。

マ
問
い
合
わ
せ
先

(内
線
六
三
三
)

水
政
課

教
科
書
の
展
示
会

小
・
中

・
高
等
学
校
で
使
わ

れ
る
教
科
曹
の
展
示
会
が
聞
か

れ
る
。

マ
期
間

6
月

m
日

(
木
)

:
7月
8
日
(
土
)

・
時

間

午

前
9
時
3
午
後
4

時
叩
分

マ
会
場
県
平
塚
合
同
庁
舎
5

階
教
科
密
セ
ン
タ
ー
・

会
議
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
指
導
室
一

(
内
線
五
二
七
)

アルバイトの募集• 職員『いじめ根絶jの講演会を開く
※採用予定は10月 1日

。問い合わせ先 職員霊祭(内線321)

・夏期清掃作業員(アルバイト)
25人

。期間 7月10日 開-9月14日 倒

。勤務時間 8 : 30-17 : 00 

。職務内容 ごみ収集車に乗ってご

みを収集する

。応募資格 18歳以上の健康な男性

(高校生は除く )

。賃金目額9.400円
。応募方法 環境衛生業務課{内線

530) へ直緩申し込む

-社会福祉協議会職員 1人
。職務内容 在宅福祉サービスに関

する業務

。受験資格 昭和44年 9月 2日~昭

和 48年 9月 1日に生まれた人で、大

学(短大を除く)において社会福祉

に関する学部学科を卒業した人、ま

たは厚生大臣の指定する科目を 3科

目以上履修し卒業した人

。応募方法 市販の履歴容に必要事

項を記入して、 6月16日樹-22日附

に本人が職員部(市役所 3階 )に持

参する

• 1次賦験 7月 1目的午後 2時~

長年学校現場で、いじめ問題に正

面から取り組み、多くの実績をあげ

てきた尾木直樹氏(現在早稲田大学

講師)を迎えて、学校 ・家庭 ・地域

において、今何をすべきかを探る。
O日 時 7 月 1 日∞午後 2 時~4 時

。会場教育会館大会識室(入場無料)

O対象・定員 市内にお住まい、お勤め
の方250人

。問い合わせ先

なぜ
{まくばっかりガ.. • ~ . • • 

指導室(内線534)
= 
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ご
み
処
理
は
「
た
だ
」
で
は
な
い
。
現
在
私
た
ち
が
一
日
に
捨
て
て
い
る
ご
み
の
抵
は

一
人

当
た
り
お
よ
そ
八
百
五
十
す
で
、
そ
の
処
理
費
用
は
約
三
十
二
円
に
な
る
。
一
年
間
に
換
算
す

る
と
一
人
一
万
一
千
六
百
円
余
り
。
市
全
体
で
は
お
よ
そ
三
十
億
円
も
の
お
金
、
つ
ま
り
税
金

が
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
ご
み
が
減
ら
せ
る
だ

ろ
う
か
。
今
回
は
再
生
品
の
利
用
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
、
身
近
で
で
き
る
ご
み
減
量

法
を
紹
介
す
る
。
ご
み
の
減
量
は
私
た
ち

一
人
一
人
が
真
剣
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

問
題
だ
。
さ
あ
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

市
で
は
ご
み
の
減
益
を
図
る

た
め
、
資
源
再
生
ご
み
の
分
別

収
集
を
昭
和
六
十
一
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
資
源
化

率
は
全
国
的
に
も
高
い
水
準
を

保
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
市
内
最
後
の
ご

み
埋
め
立
て
地
と
い
わ
れ
る
遠

藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
寿
命
も
三
年
間
延
び
る
な
ど

の
効
果
も
出
て
い
る
。

し
か
し
、
あ
と
十
八
年
で
満

リサイクル
の輸

回収した古紙から

再生紙を作る

杯
に
な
る
こ
の
埋
め
立
て
地
の

次
の
処
分
場
は
見
つ
か
っ
て
い

な
い
の
に
、
ご
み
の
藍
は
一
向

に
減
っ
て
い
な
い
。
ご
み
を
取

り
巻
く
状
況
は
相
変
わ
ら
ず
厳

し
い
ま
ま
だ
。

識
は
そ
れ
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
な

い
よ
う
だ
。

リ
サ
イ
ク
ル
と
は
一
度
使
っ

た
も
の
を
再
利
用
す
る
こ
と
。

ご
み
を
分
別
し
て
出
す
こ
と
リ

(
イ
コ
ー
ル
)
リ
サ
イ
ク
ル
と

考
え
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
は
成

り
立
た
な
い
。

集
め
ら
れ
た
資
源
再
生
ご
み

も
、
そ
こ
か
ら
再
生
一
品
が
作
ら

れ
、
そ
し
て
使
わ
れ
な
け
れ
ば

「リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
」
が
循
環

リ
サ
イ
ク
ル
の
輔

ご
み
を
悟
か
し
て
減
ら
せ
る

の
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
良
い
と
こ

ろ
。
し
か
し
、

「ご
み
を
分
別
し

て
出
す
」
こ
と
へ
の
関
心
は
高

く
て
も
、
「
再
生
品
を
使
う
」
窓

紙
を
使
う

f 

資源再生
ごみに出す

せ
ず
、
ご
み
の
滅
誌
に
つ
な
が

ら
な
い
。

き
ち
ん
と
分
別

リ
サ
イ
ク
ル
を
ご
み
減
量
に

つ
な
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
、

「紙
」
を
例
に
考
え
て
み

よ
う
。こ

こ
数
年
ご
み
の
虫
は
横
ば

い
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
中
に

占
め
る
紙
の
盈
は
増
え
て
い

る
。
紙
ご
み
を
減
ら
す
た
め
導

入
さ
れ
た
O
A機
器
も
、
逆
に

紙
ご
み
を
増
や
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
資
源
と
し
て
出

さ
れ
る
紙
も
増
え
て
い
る
が
、

「
燃
せ
る
ご
み
」
に
混
ぜ
て
出

さ
れ
る
紙
も
少
な
く
な
い
。
昨

年
の
調
査
に
よ
る
と

「燃
せ
る

と
み
」
の
三
六
・
六
軒
は
本
来

資
源
再
生
ご
み
に
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
紙
や
布
だ
っ
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
第
一
歩
は
、

き
ち
ん
と
分
別
す
る
こ
と
で
あ

る。
使
っ
て
こ
そ

リ
サ
イ
ク
ル

も
ラ
一
つ
の
問
題
は

「リ
サ

イ
ク
ル
の
輪
」
を
い
か
に
循
環

さ
せ
る
か
で
あ
る
。

分
別
収
集
を
通
し
て
、
大
誌

の
紙
が
資
源
と
し
て
出
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
最
近
リ
サ
イ

ク
ル
市
場
が
行
き
詰
ま
っ
て
き

て
い
る
。
つ
ま
り
、
再
生
原
料

と
し
て
の
古
紙
よ
り
も
パ
1
ジ

ン
パ
ル
プ
の
方
が
安
い
状
況
が

続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
打
ち
破
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
消
費
者
の
選
択

が
鍵
と
な
る
。
つ
ま
り
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ、

O
A
用
紙
な
ど
を
買
う
と

き
に
再
生
紙
を
選
ぶ
こ
と
が

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
」
を
循
環

さ
せ
る
た
め
大
切
な
こ
と
な
の

だ。
ご
み
処
理
経
費
を
減
ら
し
、

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に

も
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
。
地
球
環

境
の
保
全
に
も
つ
な
が
る
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、
も
っ

と
再
生
品
を
利
用
し
よ
う
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

ご
み
を
減
ら
す
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
だ
ろ
ろ
う
か
。
そ
の

気
に
な
れ
ば
き
っ
か
け
は
私
た

ち
の
周
り
に
た
く
さ
ん
あ
る
。

ご
み
減
量
は
市
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
が
な
げ
れ
ば
進
ま
な

い
。
ご
み
の
減
量
に
役
立
つ
例

を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
の
で
、

で
き
る
乙
と
か
ら
始
め
よ
う
。

O
過
剰
包
装
は
断
る

む
だ
な
包
装
に
は
余
計
な
時

間
と
お
金
が
か
か
る
う
え
、
ご

み
も
増
え
て
し
ま
う
。

。
買
い
物
袋
を
持
参
す
る

レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
。

。
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
利
用
す
る

生
ご
み
を
た
い
肥
に
変
え
る

生
ご
み
処
理
器
(
コ
ン
ポ
ス
タ

ー
)
の
あ
っ
せ
ん
販
売
を
し
て

い
る
。
申
し
込
み
は
環
境
衛
生

業
務
課
(
内
線
五
一ニ

O
)
へ。

第 2期工場が進むi!I藤
原一般廃棄物最 終処分

場。広々として見えるが、

あと18年分のスペースし

かない

。
不
用
品
登
録
な
ど
の
制
度
を

利
用
す
る

い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
す

ぐ
捨
て
な
い
で
、
不
用
品
登
録

制
度
な
ど
で
有
効
に
活
用
す

る。。
紙
は
ク
シ
ャ
ポ
イ
し
な
い

岱
き
損
ね
の
紙
を
ク
シ
ャ
ツ

と
丸
め
ポ
イ
と
捨
て
る
の
は
や

め
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
そ
う
。

い
ら
な
い
チ
ラ
シ
な
ど
を
入
れ

る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
身

近
に
置
く
の
も
有
効
だ
。

。
ピ
l
ル
は
び
ん
で

一
本
の
ピ
1
ル
び
ん
は
三
十

回
も
再
利
用
さ
れ
る
。
缶
よ
り

び
ん
が
地
球
に
や
さ
し
い
。

。
水
切
り
を
行
う

生
ご
み
を
出
す
と
き
、
も
う

ひ
と
握
り
水
を
切
る
。
ご
み
の

置
さ
の
半
分
は
水
で
あ
る
。

道
附

の
ぼ

ぃレ

内
ん
持

横
田
贈

と
の
市

村
間
f

田
平
塚
に
住
み
始
め
て
五

年
。
と
こ
に
越
し
て
き
た
当

初
は
土
地
勘
が
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
た
め
、
ご
近
所
を
探

検
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
散

歩
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら

は
、
子
供
と

一
緒
に
四
季
の

自
然
と
対
話
す
る
よ
う
に
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
な
が
ら

の
散
歩
に
変
わ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
親
子
が
よ
く
散
歩

す
る
の
は
、
田
村
と
横
内
の

聞
に
残
る
田
ん
ぼ
に
閉
ま
れ

た
交
通
量
の
少
な
い
道
で

す
。
冬
の
問
、
天
気
の
良
い

日
は
雄
大
な
富
士
山
を
正
面

に
望
ん
で
実
に
気
分
爽
快
で

す
。
今
の
季
節
な
ら
カ
エ
ル

の
大
合
唱
を
聞
き
な
が
ら
、

パ
1
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
楽 私

の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

し
め
ま
す
。

こ
の
辺
り
に
も
大
き
な
マ

ン
シ
ョ
ン
や
住
宅
な
ど
が

次
々
に
建
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
残
っ
て
い
る
田
ん
ぼ

の
中
に
は
、
一
年
を
通
し
て

い
ろ
い
ろ
な
野
烏
の
姿
を
見

掛
目
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

ヒ
バ
リ
、
メ
ジ
ロ
、
ジ
ョ
ウ

ピ
タ
キ
、
ツ
グ
ミ
、
カ
モ
、

シ
ラ
サ
ギ
:
:
:。
今
ま
で
野

鳥
に
は
何
の
興
味
も
な
か
っ

た
私
で
す
が
、
最
近
で
は
烏

の
種
類
も
い
く
つ
か
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
散
歩
を
通
し
て
、
子

供
た
ち
に
は
田
植
え
や
稲
刈

り
な
ど
四
季
の
移
り
変
わ
り

を
教
え
る
と
と
も
で
き
、
我

が
家
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。

〈募
集
〉
日
ご
ろ
親
し
ん
で

い
る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い

た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
五

百
字
程
度
の
紹
介
文
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。

〈送
り
先
〉
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1
平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
課
「
私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係
。

r予侠広報J軍記者を器集親子みれI\\'~キャふブ

小学校5-6年三伝

15人(申し込み多数の場

合は抽選)

10F.Jと 3月の 2回

6月30臼(金)

電話かはがきで広報広聴

課{内線314)へ。
※申し込みの際は住所、氏名、学校名、

学年、保種者名、鰭話番号をお忘れなく

あなたも豆記者になって子供広報を作りませんか

。対象

。募集人数

。発行時期

。締め切り

O申し込み

一参加者を募集-

7月22日住)""'23日(日)

びわ青少年の家
(電話 59ー 0871)

日程

場所

市内にお住まいの小・中学生

と親

・定員 40人(先治順)

・参加費 1人2，000円

-申し込 み びわ背少年の家か青少年会

館に参加貨を添えて申し込む。

象-立す

6 月 17日∞~7 月 11 日ω、月 l礎日は休み-受け付け期間
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る
。
電
球
や
蛍
光
灯
、
板
ガ
ラ

八
年
目
を
迎
え
た
ご
み
減
量

ン

ト
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

ス
は
燃
せ
な
い
ご
み
の
自
に
出

化
婦
人
の
会
。
主
婦
の
立
場
か
副
会
長
の
椎
野
さ
ん

(顔
写

す。

ら
の
ご
み
滅
品
化
対
策
に
知
恵

真
左
)
は

「
台
所
の
ご
み
の
水

。
布

類

を
絞
っ
て
い
る
。
今
年
の
活
動

切
り
と
か
、
過
剰
包
装
を
断
る

雨
の
日
は
出
さ
な
い
こ
と
。

目

標

も

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

・
ト

と
か
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し

程
度
の
良
い
物
は
外
国
で

そ

の

レ

イ

回
収
の
調
査
研
究
」
「
消

て
い
か
な
い
と
ご
み
問
題
は
解

ま
ま
使
わ
れ
る
の
で
、
手
を

加

費

者

・
事
業
者

・
行
政
が

一
体

決

し

な

い
と
恩
う
」
「
む
だ
な
も

え

ず

に

出

す

。

と

な

っ
た
市
民
運
動
の
展
開」

の
は
買
わ
な
い
。
買
う
と
き
に

O
紙

類

な

ど

盛
り
だ
く
さ
ん
だ。

は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
を

雨
の
日
は
出
さ
な
い
。
新
聞
、

会
長
の
梶
山
さ
ん
(
顔
写
真

選
ぶ
こ
と
が
大
切
」

と
、
ご
み

雑
誌
な

ど

そ

れ

ぞ

れ

紙

ひ

も

や

右

)

は
、「
最
近
資
源
再
生
ご
み

減
量
の
た
め
の
心
掛
け
を
紹
介
。

麻
ひ
も
で
た
ば
ね
て
出
す
。
小

の
出
し
方
が
乱
れ
て
き
て
い
る

二
人
と
も

「
ご
み
減
量
に
っ

さ
い
も
の
は
紙
袋
や
ダ
ン
ボ
1

の
で
、

分
別
収
集
の
原
点
に
戻

い
て
の
意
識
が一

般
の
市
民
に

す
。
そ
の
ま
ま
だ
と
コ
ン
テ
ナ
ル
の
中
に
入
れ
て
出
す
。
名
刺

っ
て
正
し
い
出
し
方
を
徹
底
し

ど
れ
だ
け
浸
透
す
る
か
が
聞

に
三
百
個
し
か
入
ら
な
い
が
、
以
上
の
大
き
さ
な
ら
O
K
。

箱

た

い

」「遠
藤
原
の
処
分
場
も
あ
題
。

今
ま
で
行
っ
て
き
た
箪
の

つ
ぶ
せ
ば
千
個

も

入

り

輸

送

経

は

開

い

て

体

積

を

減

ら

す

。

と

十
八
年
で
満
杯
に
な
っ
て
し

根
運
動
を
、
よ
り
大
き
な
輪
に

費
を
減
ら
せ
る
。
ス
プ
レ
ー
缶

マ
牛
乳
パ

ッ
ク

ま
う
。
ど
の
く
ら
い
寿
命
を
延

広

げ
て
い
き
た
い
」
「
ご
み
聞

は
穴
を
聞
け
て
か
ら
出
す
。

洗
っ
て

聞

い

て

乾

か

し

て

出

ば

せ

る

か

は

、

私

た

ち
市
民
に

姐

は
永
遠
の
テ
1
マ
。
正
念
場

。
び
ん
類

す。

三
十
枚
で
ト
イ

レ

ッ

ト

ペ

課

せ

ら

れ

た

宿
題
」
と
、
市
民
意

は
こ
れ
か
ら
。
頑
張
り
ま
す
」

横
に
し
て
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
l
パ
l
四
、

五
個
に
な
る
。

識
の
向
上
が
ご
み
減
量
の
ボ
イ
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た。

i

・4
M

、

資
源
再
生
ご
み
の
出
し
万

ル
ー
ル
を
守
っ
て
し
っ
か
り
分
別

資源再生ごみのステー

ション。 分別収集が始ま

って 10年がたち、 ごみの

出し方が乱れてきている

。
て
ん
ぷ
ら
油

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ

一
口
く
ら
い
た
ま
っ
た
ら
き
ち

ん
と
ふ
た
を
し
て
出
す
(
塗
料

な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
る
)

。
金
属
類

空
き
缶
は
つ
ぶ
し
て
か
ら
出

広報ひらつか平成ア年6月 15日(5) 

.リサイクルフリーマーケット.

決イ:習かみ②均ゆif¥¥除勧:

植村
ι五

月
二
十
八
日
(
臼
)
、

晴
天
の
総
合
公
園
で
春
の

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
フ
リ
1
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
は
古
若
の
出

屈
が
多
く
、
掘
り
出
し
物

を
探
す
若
い
女
性
を
中
心

に
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い

で
し
た
。

4 

¥ 

ごみ減量化

婦人の会

に聞く

サイズは合うのかな

.~・・・・4・・・・・・4・・・・4・・・・・・・・4・・・.・・・4・・.・・・・・・・・・・・・・.・・・・・4砂・・・・4砂・・4・4・4・4・.~・4・・・4・
領 やす い棚に並べている。

会貸出点数130万冊こえる

思引! 可‘" 2 ， ~ 仇工・.
ぜ~X@;フ 、・・." ;;悟マJ

.~砂・4砂・4・4・・・・4・・4・4・・4・4・・・4・・・・・・・・・4・・・・・4砂・日時、内容 、会 場

7月 9日 (日) 13時~15時、ガイダ

ンス、 博 物 館科 学教室

8月16日 (水) 9 時~12時、 調査、

湘南平方面

9 月 3 日 (日) 13時~15時、

め、博物館科学教 室

・申し込み 6月 30臼までに往復 はが

きで博物 館へ(l家族 1枚)

。 開館時間 9 時~16時50分

。 休館日 毎 週 月曜 日、月末

:0博 物 館 j合資料展示

〒254浅間町 12-41 屯話 33ー 5111 : r特 集 怪 奇 ・ 妖 怪 ・ お ば け の 本J

~ mIIー「一一~-'- : 妖怪やおばけに関する図Sを特集。
国・・E言司・・~書 : ・ 期間 6月間体)~25 日(臼)

一一一一一一一 一一一一一=."= : ・会 場 中 央館貸出室 、 こども室

;会映 画 会 : r立ち-EZLタまつりは平塚 の 名 物 。 ; 【旭 彩 会 ・柳彩会合同展 (水彩画)】

: @ 7月 2日(日) 10時、 14時、中央館 :図曾館では、七夕に関する図自 を特集。: ・期間 6月 21日(水) ~27日(火)
七夕さま、 ミリ子 は負け な い j ・期間 6 月27 日(火)~ 7 月 11 日(火) : 【楽祭会作 品 展 ・共催花給会 (陶芸、

: ※ 7月 9日 (回) は休 み : ・会場 中央館貸出室、こども室 ;和紙絵画) 】

-期間 6月21臼〈水) ~27日(火)

: 会 ビデオ映画会 ; 合本の森から~本を探す①'" :【第 16園田心流画道発表皮(日本画)】

: @ 6月 18日(臼) 10時、 14時、中央館 :@直接棚を見て探す : ・期間 6 月 28日(水)~ 7月 4日(火)

シンデレラ、なかまはずれのこうも : 日本の小説、随筆などは著者 名の50 : 0開館時間 9 時30分~16時50分
り、エジソン、メンデル :音順に、海外の小説 、随筆などは各国 : ・休館日 毎週月曜 日、消防用設備の保

「平塚のセミを調べようJ : @ 6月25日(日) 10時、 14時、中央館 :別に分けその中を著者名の50音順に並 j守点検のため 7月 5日(水 )、6日 (木)

自分の 家 の 近 く の 公 園や林 でセミの : ヘンゼJレとグ レー テル、 おおか みと j べてい る。また、料 理 ・裁縫など家事 :0美術館

該 け殻 や 鳴き声につ いて 調べる。少年、グリム兄弟、 ロダン ;に関 する本は、カウンタ ー前の わかり ;〒254西八幡 1-1-3 電話35-2111

・.・・・4・・・・・・・・・・・.・・4・・・・・・4・.・・・・4・・・・・・・・・.・4・・4・4・・・・・・・・・・・・.・・4・・・4・・・・4・.・

平塚市 の図魯館 全 体 の 平 成 6年 度 貸

出点数 は、 1，307，736点 で 昨 年 度か ら

5%増。 入館者 は、 約 1，258，000人 で

8%、登縁者数は、 約 65，000人で10%

それぞれ増加した。

。開館時間火~金曜日 9 時~16時50
分(金曜日のみ、 中央館の貸 出釜と参

考室は 9 時~18時50分)

。 休館日 毎週月曜日、 月末、館内消

誕のため 中央館のみ 6月 20日(火)

。 中央図書館

干 254浅 間 町12-41

0北図書館

〒 254田村 5155- 1 

0西図書館

〒254山下760- 3 

電話31ー0415

|美術館 I

ー食市民アー ト ギャラリー

包括53-1232

電話36-3555

会漂着物を拾う会

平塚海 岸 に打ち上げられた動物 、植

物、人工物 を集めて調 べる。参加 自由。

・日程 6月 24日 (土 )、 7月 8日 (土)

- 時間 9 時30分~11時30分 (雨天中止)

・集 合 花水川橋平 塚 側た も と 記 念碑

前

女 プラネタリウム

「地球をかすめる小惑星J
-期間 7月 9.日 (日) ま で

・投影日時土 ・日曜 日、 11時、 14時

・観 覧料 100円

[ 博物 -箆J

会 16ミリ映写機操作技術講習会

7月15日(土)9 時~16時50分

中央館 3階会椴室

市内にお住まい、 お勤め、 通

学している方

・定員 30人(先着順)

・費 用 500円

・持 ち 物 筆 記 用 具、昼食

・申込先 中央館視聴覚ライブラリ ー

-日時

・会場

・対 象

ま と

女 寄 贈品コ ー ナ ー

。 「生物部門 いろいろなセミJ
湘南 地 方 に分 布 す るセミを紹介。

-期間 6 月 16 日 (金)~ 7月 14日{金)

「野鳥の行動入門J
応はい ったい何をしてい るのか。鳥

の行動 に諸国し野鳥を観察する。

・日程、会場 、内容 {時 聞は午後)

7月 1日 (土)、 博 物館、議議

7月 15日 (土 )、相模川、野外観 察

9月 16日 (土)、花水111、野外観 察

・申し込 み 6月25日ま でに往復はが

きで博物 館へ は 家族 1枚 )

会みんなで調べよう

会 自然観察ゼミナール
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